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史
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創
刊
物
語

―
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煙
を
上
げ
た
先
駆
者
た
ち
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一
九
八
八
年
一
月
三
〇
日
、「
F
A
N
T
A
S
Y　
S
E
N
S
A
T
I
O
N
」
と
い
う
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
を
引
っ
提
げ
て
、

一
冊
の
雑
誌
が
産
声
を
あ
げ
た
。
富
士
見
書
房
が
創
刊
し
た
『
ド
ラ
ゴ
ン
マ
ガ
ジ
ン
』
で
あ
る
。
同
誌
は
、
現
在
「
ラ
イ
ト

ノ
ベ
ル
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
若
年
層
向
け
エ
ン
タ
ー
テ
イ
ン
メ
ン
ト
小
説
を
扱
う
専
門
誌
の
一
つ
で
あ
り
、
版
元
が
同
じ
富

士
見
フ
ァ
ン
タ
ジ
ア
文
庫
の
刊
行
作
品
や
そ
の
関
連
情
報
を
中
心
に
掲
載
し
て
い
る
。〈
ラ
イ
ト
ノ
ベ
ル
雑
誌
〉
の
先
駆
的

存
在
と
し
て
も
知
ら
れ
、
二
〇
一
八
年
に
は
創
刊
三
〇
周
年
を
迎
え
よ
う
と
い
う
老
舗
雑
誌
で
あ
る（
１
）。

　
は
じ
め
に

そ
の
記
念
す
べ
き
創
刊
号
（
図
１
）
は
先
の
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
に
あ
る

通
り
、
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
を
前
面
に
押
し
出
し
た
内
容
と
な
っ
て
い
た
わ

け
な
の
だ
が
、
従
来
の
小
説
雑
誌
と
は
明
ら
か
に
趣
を
異
に
し
て
い
た
。

例
え
ば
、
同
誌
の
表
紙
は
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
風
の
コ
ス
プ
レ
衣
装
を
身
に

纏
っ
た
女
性
ア
イ
ド
ル
（
浅
香
唯
）
が
飾
り
、
巻
頭
に
は
マ
ン
ガ
雑
誌
や

ア
ニ
メ
雑
誌
を
彷
彿
さ
せ
る
フ
ル
カ
ラ
ー
の
特
集
が
大
々
的
に
組
ま
れ

て
い
る
。
ま
た
、
そ
の
誌
面
は
小
説
に
限
ら
ず
、
マ
ン
ガ
、
ア
ニ
メ
、

【図1】　『ドラゴンマガジン』創
刊号（1988年3月号）

ゲ
ー
ム
、
映
画
、
模
型
、
ジ
オ
ラ
マ
、
ア
イ
ド
ル
、
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
、
実
に
多
彩
な
ジ
ャ
ン
ル
／
メ
デ
ィ
ア
で

構
成
さ
れ
て
い
る
た
め
、
一
見
し
て
小
説
雑
誌
だ
と
判
別
す
る
の
は
難
し
い
。
お
そ
ら
く
創
刊
号
を
初
め
て
目
に
し
た
過
去

の
読
者
た
ち
は
、「
い
っ
た
い
、
何
の
雑
誌
な
の
か
？
」
と
い
う
共
通
の
疑
問
を
抱
い
た
こ
と
だ
ろ
う
。

『
雑
誌
新
聞
総
か
た
ろ
ぐ　
１
９
８
８
年
版
』（
メ
デ
ィ
ア
・
リ
サ
ー
チ
・
セ
ン
タ
ー
、
一
九
八
八
年
）
の
解
説
に
よ
れ
ば
、『
ド
ラ

ゴ
ン
マ
ガ
ジ
ン
』
は
、「
青
少
年
向
け
の
ビ
ジ
ュ
ア
ル
・
ホ
ビ
ー
＆
ス
ト
ー
リ
ー
雑
誌
。〔
１
〕
若
者
に
強
い
イ
ン
パ
ク
ト
を

与
え
る
ビ
ジ
ュ
ア
ル
企
画 〔
２
〕
ホ
ビ
ー
や
遊
び
を
中
心
と
す
る
情
報 〔
３
〕
有
力
執
筆
陣
に
よ
る
、
コ
ミ
ッ
ク
＆
ノ
ベ
ル

を
柱
と
す
る
新
し
い
タ
イ
プ
の
若
者
向
け
雑
誌
で
あ
る（
２
）」
と
い
う
。
ま
た
創
刊
号
の
巻
頭
言
で
は
、
同
誌
を
「〝
夢
見
る
心
〞

を
持
つ
人
た
ち
の
雑
誌
」
で
あ
る
と
紹
介
し
、
ス
ト
ー
リ
ー
（
物
語
）
を
軸
に
複
数
の
ジ
ャ
ン
ル
／
メ
デ
ィ
ア
を
交
え
な
が

ら
「
イ
マ
ジ
ネ
ー
シ
ョ
ン
の
世
界
」
を
表
現
す
る
と
宣
言
し
て
い
た（
３
）。
こ
れ
ら
の
記
述
か
ら
も
分
か
る
よ
う
に
、
や
は
り

『
ド
ラ
ゴ
ン
マ
ガ
ジ
ン
』
は
従
来
の
小
説
雑
誌
の
枠
に
収
ま
り
き
る
も
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
創
刊
当
時
は
、
過
去
に
な
い

「
新
し
い
タ
イ
プ
の
若
者
向
け
雑
誌
」
と
し
て
異
色
の
存
在
感
を
放
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

で
は
、
そ
も
そ
も
な
ぜ
〈
ラ
イ
ト
ノ
ベ
ル
雑
誌
〉
の
草
分
け
と
も
言
わ
れ
る
『
ド
ラ
ゴ
ン
マ
ガ
ジ
ン
』
は
、
こ
の
よ
う
な

一
風
変
わ
っ
た
姿
で
創
刊
さ
れ
た
の
だ
ろ
う
か
。
本
書
は
こ
の
素
朴
な
疑
問
を
出
発
点
に
各
種
文
献
資
料
の
ほ
か
、『
ド
ラ

ゴ
ン
マ
ガ
ジ
ン
』
に
縁
の
深
い
方
々
の
証
言
を
も
と
に
、
雑
誌
創
刊
の
経
緯
や
、
同
誌
の
誌
面
と
そ
の
コ
ン
テ
ン
ツ
が
形
成

さ
れ
た
背
景
を
明
ら
か
に
し
て
い
き
た
い
と
思
う
。
さ
ら
に
、
本
書
は
『
ド
ラ
ゴ
ン
マ
ガ
ジ
ン
』
と
い
う
特
定
の
媒
体
、
お

よ
び
同
誌
の
創
刊
前
後
の
時
期
に
焦
点
を
絞
る
形
で
、
若
年
層
向
け
エ
ン
タ
ー
テ
イ
ン
メ
ン
ト
小
説
の
世
界
か
ら
ラ
イ
ト
ノ

ベ
ル
が
立
ち
上
が
っ
て
い
く
過
程
に
迫
り
た
い
と
考
え
て
い
る
。
創
刊
か
ら
三
〇
年
が
経
過
す
る
『
ド
ラ
ゴ
ン
マ
ガ
ジ
ン
』。 SA

MP
LE



5　　 4　　　　　はじめに

そ
の
長
い
歴
史
の
始
ま
り
に
目
を
向
け
る
こ
と
で
、
見
え
て
く
る
も
の
と
は
い
っ
た
い
何
か

―
。
本
書
が
追
究
し
た
い
の

は
、
ま
さ
に
こ
の
点
で
あ
る
。

も
ち
ろ
ん
、
こ
こ
ま
で
熱
心
に
『
ド
ラ
ゴ
ン
マ
ガ
ジ
ン
』
を
取
り
上
げ
る
の
に
は
相
応
の
理
由
が
あ
る
。
第
一
に
、
同
誌

の
創
刊
前
後
を
含
む
一
九
八
〇
年
代
後
半
か
ら
一
九
九
〇
年
代
初
頭
は
ち
ょ
う
ど
、
現
在
我
々
が
よ
く
知
る
ラ
イ
ト
ノ
ベ
ル

が
、
そ
の
形
式
的
特
徴
を
確
立
さ
せ
て
い
っ
た
黎
明
期
に
あ
た
る
。
例
え
ば
こ
の
時
期
に
は
、
ラ
イ
ト
ノ
ベ
ル
専
門
の
文
庫

レ
ー
ベ
ル
で
は
最
古
参
の
部
類
に
入
る
角
川
ス
ニ
ー
カ
ー
文
庫
や
富
士
見
フ
ァ
ン
タ
ジ
ア
文
庫
の
創
刊
、
水
野
良
『
ロ
ー
ド

ス
島
戦
記
』
シ
リ
ー
ズ
や
神
坂
一
『
ス
レ
イ
ヤ
ー
ズ
』
シ
リ
ー
ズ
に
代
表
さ
れ
る
記
念
碑
的
な
作
家
・
作
品
の
登
場
な
ど
、

ラ
イ
ト
ノ
ベ
ル
の
歴
史
を
語
る
に
は
欠
か
せ
な
い
事
柄
が
目
白
押
し
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
一
九
九
〇
年
頃
、
当
時
の
パ
ソ
コ

ン
通
信
を
介
し
て
「
ラ
イ
ト
ノ
ベ
ル
」
の
名
称
が
誕
生
し
た
と
言
わ
れ
て
い
る
こ
と
を
踏
ま
え
る
な
ら（
４
）、『
ド
ラ
ゴ
ン
マ
ガ

ジ
ン
』
の
創
刊
を
含
む
一
九
八
〇
年
代
後
半
の
出
来
事
や
動
向
に
は
、
特
に
注
意
を
払
っ
て
お
く
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

第
二
に
、『
ド
ラ
ゴ
ン
マ
ガ
ジ
ン
』
を
め
ぐ
る
一
連
の
事
象
は
ラ
イ
ト
ノ
ベ
ル
の
歴
史
を
探
っ
て
い
く
上
で
、
我
々
に
多

く
の
示
唆
を
与
え
て
く
れ
る
可
能
性
を
秘
め
て
い
る
。
後
述
す
る
よ
う
に
、
も
と
よ
り
『
ド
ラ
ゴ
ン
マ
ガ
ジ
ン
』
は
、
富

士
見
フ
ァ
ン
タ
ジ
ア
文
庫
の
創
刊
を
前
提
に
登
場
し
た
文
庫
レ
ー
ベ
ル
の
母
体
雑
誌
で
、
神
坂
一
ら
を
輩
出
し
た
新
人
賞

「
フ
ァ
ン
タ
ジ
ア
長
編
小
説
大
賞
（
現
：
フ
ァ
ン
タ
ジ
ア
大
賞
）」
の
主
催
誌
で
も
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
ラ
イ
ト
ノ
ベ
ル
と
の
関
係

が
非
常
に
深
い
。
加
え
て
、
同
誌
の
創
刊
号
を
見
て
も
分
か
る
通
り
、
多
種
多
様
な
ジ
ャ
ン
ル
／
メ
デ
ィ
ア
を
誌
面
に
取
り

込
む
「
何
で
も
あ
り
」
の
姿
勢
は
、
ま
さ
に
「
複
合
的
な
文
化
現
象（
５
）」
と
し
て
の
ラ
イ
ト
ノ
ベ
ル
を
体
現
し
て
い
る
よ
う
で

あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
『
ド
ラ
ゴ
ン
マ
ガ
ジ
ン
』
と
そ
の
周
辺
に
対
す
る
注
目
は
、
一
雑
誌
の
創
刊
か
ら
躍
進
に
至
る
歴
史

の
み
な
ら
ず
、
ラ
イ
ト
ノ
ベ
ル
の
萌
芽
そ
の
も
の
を
捉
え
て
い
く
こ
と
に
繫
が
る
か
も
し
れ
な
い
の
だ
。
な
お
、
こ
う
し
た

仮
説
に
関
連
し
て
、『
ド
ラ
ゴ
ン
マ
ガ
ジ
ン
』
の
創
刊
作
業
に
「
ス
ー
パ
ー
バ
イ
ザ
ー
」
の
立
場
で
携
わ
っ
た
と
い
う
ク
リ

エ
イ
タ
ー
の
出
渕
裕
は
、
次
の
よ
う
な
興
味
深
い
証
言
を
残
し
て
い
る
。

―
具
体
的
に
は
ど
の
よ
う
な
ア
イ
デ
ア
を
出
さ
れ
た
の
で
し
ょ
う
か
？

い
ろ
い
ろ
と
試
し
て
み
た
ら
と
か
、
絵
ば
っ
か
り
じ
ゃ
な
く
て
、
写
真
も
使
っ
て
み
た
ら
と
か
話
し
た
気
が
し
ま
す
。

当
時
は
ま
だ
「
ラ
イ
ト
ノ
ベ
ル
」
と
呼
ば
れ
る
ジ
ャ
ン
ル
は
な
か
っ
た
ん
で
す
が
、
あ
る
意
味
で
「
ド
ラ
ゴ
ン
マ
ガ
ジ

ン
」
が
そ
の
ジ
ャ
ン
ル
を
開
拓
し
て
い
っ
た
と
言
え
る
か
も
し
れ
な
い
で
す
ね
。
当
時
、
読
者
を
惹
き
つ
け
る
要
素
と

し
て
は
、
や
っ
ぱ
り
ま
ず
は
ビ
ジ
ュ
ア
ル
が
必
要
だ
っ
た
ん
で
す
よ
。
最
初
の
頃
は
そ
の
ビ
ジ
ュ
ア
ル
の
部
分
で
、
コ

ミ
ッ
ク
と
か
模
型
の
ジ
オ
ラ
マ
と
か
グ
ラ
ビ
ア
と
か
、
い
ろ
い
ろ
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
な
形
で
や
っ
て
ま
し
た
よ
ね（
６
）。

と
こ
ろ
が
、
こ
の
よ
う
に
『
ド
ラ
ゴ
ン
マ
ガ
ジ
ン
』
は
ラ
イ
ト
ノ
ベ
ル
の
歴
史
を
探
る
上
で
貴
重
な
手
掛
か
り
と
な
り
得

る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
中
心
的
な
題
材
と
し
て
扱
っ
た
調
査
研
究
は
こ
れ
ま
で
行
わ
れ
て
こ
な
か
っ
た
た
め
、
そ
の
実
態
を

含
め
て
ま
だ
ま
だ
未
知
な
部
分
が
多
い
。
無
論
、
富
士
見
書
房
が
発
行
し
た
公
式
記
録（
７
）は
存
在
す
る
も
の
の
、
創
刊
に
関
わ

る
詳
細
な
解
説
は
思
い
の
ほ
か
少
な
く
、
現
状
で
は
同
時
代
状
況
の
断
片
的
な
把
握
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
感
が
否
め
な
い
。

だ
か
ら
こ
そ
筆
者
は
今
一
度
『
ド
ラ
ゴ
ン
マ
ガ
ジ
ン
』
に
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
な
が
ら
、
よ
り
綿
密
な
調
査
や
分
析
を
通
し

て
、
こ
れ
ま
で
顧
み
ら
れ
る
機
会
が
少
な
か
っ
た
歴
史
の
一
面
を
照
ら
し
出
す
こ
と
を
試
み
た
い
の
で
あ
る
。 SA

MP
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そ
の
た
め
に
本
書
は
、『
ド
ラ
ゴ
ン
マ
ガ
ジ
ン
』
を
筆
頭
と
し
た
様
々
な
文
献
資
料
か
ら
史
実
的
側
面
を
、
同
誌
の
編
集

者
、
作
家
、
読
者
だ
っ
た
方
々
の
証
言
か
ら
当
事
者
の
経
験
的
側
面
を
そ
れ
ぞ
れ
浮
き
彫
り
に
し
、
双
方
の
観
点
か
ら
『
ド

ラ
ゴ
ン
マ
ガ
ジ
ン
』
周
辺
の
状
況
は
も
ち
ろ
ん
、
今
日
の
ラ
イ
ト
ノ
ベ
ル
が
立
ち
上
が
っ
て
い
く
過
程
を
捉
え
た
い
と
考
え

て
い
る
。
な
お
、
本
書
で
は
「
ラ
イ
ト
ノ
ベ
ル
」
を
前
述
の
「
複
合
的
な
文
化
現
象
」
と
見
な
す
一
方
、
主
に
『
ド
ラ
ゴ

ン
マ
ガ
ジ
ン
』
掲
載
の
小
説
や
前
掲
の
角
川
ス
ニ
ー
カ
ー
文
庫
、
富
士
見
フ
ァ
ン
タ
ジ
ア
文
庫
と
い
っ
た
文
庫
レ
ー
ベ
ル
の

刊
行
作
品
を
想
定
し
、
便
宜
上
「
マ
ン
ガ
、
ア
ニ
メ
風
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
イ
ラ
ス
ト
を
は
じ
め
と
し
た
ビ
ジ
ュ
ア
ル
要
素
を

伴
っ
て
出
版
さ
れ
る
若
年
層
向
け
エ
ン
タ
ー
テ
イ
ン
メ
ン
ト
小
説
」
と
定
義
し
て
い
る
点
に
ご
留
意
頂
き
た
い
。

以
上
の
目
的
や
問
題
意
識
を
踏
ま
え
、
筆
者
は
こ
れ
か
ら
読
者
と
と
も
に
『
ド
ラ
ゴ
ン
マ
ガ
ジ
ン
』
の
創
刊
物
語
を
追
い

な
が
ら
、
ラ
イ
ト
ノ
ベ
ル
の
歴
史
を
め
ぐ
る
冒
険
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
い
と
思
う
。
願
わ
く
は
本
書
が
読
者
に
と
っ
て
、
今

後
の
冒
険
に
役
立
つ
ア
イ
テ
ム
の
一
つ
と
な
ら
ん
こ
と
を

―
。

（
注
）

（
1
）
同
誌
の
誌
名
は
『
ド
ラ
ゴ
ン
マ
ガ
ジ
ン
』
の
ほ
か
、『
月
刊
ド
ラ
ゴ
ン
マ
ガ
ジ
ン
』、『
D
R
A
G
O
N　

M
a
g
a
z
i
n
e
』、

『
D
R
A
G
O
N　
M
A
G
A
Z
I
N
E
』、『
D
M
』
な
ど
、
複
数
の
表
記
方
法
が
存
在
す
る
。
本
書
で
は
原
則
、
引
用
箇
所
を

除
き
、
表
記
を
『
ド
ラ
ゴ
ン
マ
ガ
ジ
ン
』
に
統
一
し
た
。

（
2
）『
雑
誌
新
聞
総
か
た
ろ
ぐ　
１
９
８
８
年
版
』、
メ
デ
ィ
ア
・
リ
サ
ー
チ
・
セ
ン
タ
ー
、
一
九
八
八
年
、
二
三
二
頁
。

（
3
）『
ド
ラ
ゴ
ン
マ
ガ
ジ
ン
』
創
刊
号
（
一
九
八
八
年
三
月
号
）、
富
士
見
書
房
、
七
頁
。

（
4
）
当
時
の
大
手
商
用
パ
ソ
コ
ン
通
信
サ
ー
ビ
ス
「
N
I
F
T
Y
―
S
e
r
v
e
（
ニ
フ
テ
ィ
サ
ー
ブ
）」
の
「
Ｓ
Ｆ
フ
ァ
ン
タ

ジ
ー
・
フ
ォ
ー
ラ
ム
（
Ｆ
Ｓ
Ｆ
）」
で
誕
生
し
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。
詳
細
な
経
緯
に
つ
い
て
は
、
新
城
カ
ズ
マ
『
ラ
イ
ト
ノ
ベ

ル
「
超
」
入
門
』（
ソ
フ
ト
バ
ン
ク
新
書
、
二
〇
〇
六
年
）、
拙
著
『
ラ
イ
ト
ノ
ベ
ル
よ
、
ど
こ
へ
い
く 

一
九
八
〇
年
代
か
ら
ゼ

ロ
年
代
ま
で
』（
青
弓
社
、
二
〇
一
〇
年
）
な
ど
を
参
照
。

（
5
）
一
柳
廣
孝
・
久
米
依
子
編
著
『
ラ
イ
ト
ノ
ベ
ル
研
究
序
説
』（
青
弓
社
、
二
〇
〇
九
年
）
の
な
か
で
一
柳
は
、
ラ
イ
ト
ノ
ベ
ル

を
「
複
合
的
な
文
化
現
象
」（
一
三
頁
）
で
あ
る
と
見
な
し
て
い
る
。
ま
た
、
複
数
の
起
源
を
持
ち
、
ジ
ュ
ブ
ナ
イ
ル
小
説
（
ヤ

ン
グ
ア
ダ
ル
ト
小
説
、
ジ
ュ
ニ
ア
小
説
）、
Ｓ
Ｆ
な
ど
の
ジ
ャ
ン
ル
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
、
マ
ン
ガ
、
ア
ニ
メ
、
ゲ
ー
ム
な
ど
の
視
覚

文
化
、
オ
タ
ク
文
化
、
同
人
誌
文
化
と
の
親
和
性
も
高
く
、
メ
デ
ィ
ア
ミ
ッ
ク
ス
展
開
に
よ
っ
て
物
語
が
拡
大
再
生
産
さ
れ
て

い
く
状
況
が
常
態
化
し
た
ラ
イ
ト
ノ
ベ
ル
は
、
小
説
で
あ
る
と
同
時
に
、
現
代
の
物
語
の
受
容
や
変
容
の
特
徴
を
示
す
重
要
な

指
標
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。

（
6
）
「
C
H
R
O
N
I
C
L
E　

I
N
T
E
R
V
I
E
W
#
0
4　

出
渕
裕
」、『
D
R
A
G
O
N　

M
A
G
A
Z
I
N
E　

C
H
R
O
N
I
C
L
E　
20
t
h 

1
マ

マ

9
9
8
―
2
0
0
8
』（『
ド
ラ
ゴ
ン
マ
ガ
ジ
ン
』
二
〇
〇
八
年
三
月
号
付
録
）、
富
士
見
書
房
、

三
二
頁
。

（
7
）
例
え
ば
前
掲
『
D
R
A
G
O
N　

M
A
G
A
Z
I
N
E　

C
H
R
O
N
I
C
L
E　

20
t
h 

1
マ

マ

9
9
8
―
2
0
0
8
』
や
、

『
ド
ラ
ゴ
ン
マ
ガ
ジ
ン
25
周
年 

ド
ラ
ゴ
ン
マ
ガ
ジ
ン
ク
ロ
ニ
ク
ル
』（『
ド
ラ
ゴ
ン
マ
ガ
ジ
ン
』
二
〇
一
三
年
一
月
号
付
録
）
な

ど
。
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11　　　　　第１章　『ドラゴンマガジン』創刊前後の状況

Ⅰ　

〈
ラ
イ
ト
ノ
ベ
ル
雑
誌
〉
へ
の
注
目

富
士
見
書
房（
１
）の
『
ド
ラ
ゴ
ン
マ
ガ
ジ
ン
』
は
一
九
八
八
年
一
月
三
〇
日
、
富
士
見
フ
ァ
ン
タ
ジ
ア
文
庫
の
母
体
雑
誌
と
し

て
創
刊
さ
れ
た
。
長
ら
く
月
刊
誌
と
し
て
刊
行
を
続
け
た
同
誌
は
、
二
〇
〇
八
年
五
月
号
で
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
を
経
て
隔
月

誌
と
な
っ
た
も
の
の
、
二
〇
一
七
年
現
在
ま
で
存
続
し
て
い
る
古
参
の
〈
ラ
イ
ト
ノ
ベ
ル
雑
誌
〉
で
あ
る（
２
）。

こ
こ
で
言
う
〈
ラ
イ
ト
ノ
ベ
ル
雑
誌
〉
と
は
、『
ド
ラ
ゴ
ン
マ
ガ
ジ
ン
』
を
は
じ
め
、『
ザ
・
ス
ニ
ー
カ
ー
』（
角
川
書
店
、

一
九
九
三
〜
二
〇
一
一
年
）、『
電
撃
h
p
』（
メ
デ
ィ
ア
ワ
ー
ク
ス
、
一
九
九
八
〜
二
〇
〇
七
年
）、『
電
撃
文
庫
M
a
g
a
z
i
n
e
』

（
ア
ス
キ
ー
・
メ
デ
ィ
ア
ワ
ー
ク
ス
／
K
A
D
O
K
A
W
A
、
二
〇
〇
七
年
〜
）
の
よ
う
に
、
ラ
イ
ト
ノ
ベ
ル
専
門
の
文
庫
レ
ー
ベ
ル
を
持

つ
出
版
社
が
刊
行
す
る
、
ラ
イ
ト
ノ
ベ
ル
を
中
心
的
に
扱
っ
た
専
門
誌
を
指
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
多
く
は
ラ
イ
ト
ノ
ベ
ル

の
文
庫
本
同
様
、
マ
ン
ガ
・
ア
ニ
メ
風
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
イ
ラ
ス
ト
が
表
紙
を
飾
っ
て
お
り
、
小
説
や
マ
ン
ガ
の
連
載
、
文

庫
レ
ー
ベ
ル
刊
行
の
新
作
や
メ
デ
ィ
ア
ミ
ッ
ク
ス
の
特
集
、
読
者
参
加
型
の
交
流
企
画
等
々
、
そ
の
誌
面
は
実
に
バ
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
豊
か
で
あ
る
。
ま
た
、
各
種
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
グ
ッ
ズ
や
書
き
下
ろ
し
小
説
の
付
録
が
つ
く
こ
と
も
あ
る
な
ど
、
媒
体

第
１
章　
『
ド
ラ
ゴ
ン
マ
ガ
ジ
ン
』
創
刊
前
後
の
状
況SA

MP
LE



13　　 12　　　　　第１章　『ドラゴンマガジン』創刊前後の状況

ラ
ノ
ベ
ブ
ー
ム
を
引
き
起
こ
し
た
。
創
刊
は
一
九
九
三
年
四
月
。
ネ
ッ
ト
環
境
が
整
備
さ
れ
る
前
夜
だ
。「
九
〇
年
代

は
、
フ
ァ
ン
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
場
が
雑
誌
し
か
な
か
っ
た
」
と
坂
上
（
引
用
者
註
：
坂
上
秋
成
）
さ
ん
は
話
す
。
例

え
ば
雑
誌
の
情
報
を
も
と
に
、
学
校
で
趣
味
の
合
う
友
人
と
直
に
話
す
こ
と
が
、
数
少
な
い
「
対
話
方
法
」
だ
っ
た
と

い
う
の
だ
。
今
は
ど
う
か
。
ネ
ッ
ト
上
に
は
、
幾
つ
も
情
報
サ
イ
ト
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
が
あ
ふ
れ
る
。
隔
月
し
か
刊

行
さ
れ
な
い
雑
誌
を
待
た
ず
に
、
早
く
情
報
を
手
に
入
れ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
さ
ら
に
ラ
イ
ン
ア
ッ
プ

も
多
様
化
し
た
。（
中
略
）
ラ
ノ
ベ
は
一
般
文
芸
よ
り
、
読
者
ニ
ー
ズ
を
早
く
的
確
に
つ
か
む
必
要
が
あ
る
。
雑
誌
に
も

付
録
に
フ
ィ
ギ
ュ
ア
を
つ
け
る
な
ど
、
フ
ァ
ン
を
引
き
付
け
る
戦
略
が
採
れ
る
利
点
は
あ
る
と
は
い
え
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
の
場
と
し
て
の
役
割
は
想
像
以
上
に
小
さ
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
よ
う
だ
。

【図3】　『電撃hp』創刊号（Volume1）

記
事
内
で
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
日
本
に
お
け
る
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
環
境
の
整
備
、
あ
る
い
は
普
及
が
、〈
ラ
イ
ト
ノ

ベ
ル
雑
誌
〉
の
役
割
や
存
在
意
義
を
揺
る
が
し
て
き
た
の
は
確

か
だ
ろ
う
。
無
論
〈
ラ
イ
ト
ノ
ベ
ル
雑
誌
〉
も
た
だ
手
を
こ
ま

ね
い
て
い
た
わ
け
で
は
な
く
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
と
の
共
存
・

連
携
を
模
索
し
続
け
て
き
た
一
面
が
あ
る
。
例
え
ば
『
ド
ラ
ゴ

ン
マ
ガ
ジ
ン
』
や
『
ザ
・
ス
ニ
ー
カ
ー
』
よ
り
後
発
の
『
電

撃
h
p
』
は
（
図
3
）、「
読
者
と
作
家
を
つ
な
ぐ
イ
ン
タ
ラ
ク

の
特
徴
は
小
説
雑
誌
と
い
う
よ
り
、
む
し
ろ
マ
ン
ガ
雑
誌
や
ア
ニ
メ

雑
誌
に
近
い
も
の
が
あ
る
。

二
〇
一
七
年
現
在
、〈
ラ
イ
ト
ノ
ベ
ル
雑
誌
〉
は
各
文
庫
レ
ー
ベ

ル
の
作
品
掲
載
の
場
と
し
て
は
も
ち
ろ
ん
、
広
告
・
Ｐ
Ｒ
用
の
媒

体
と
し
て
一
定
の
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。
と
は
い
え
、
紙
媒
体

で
定
期
刊
行
中
の
も
の
は
『
ド
ラ
ゴ
ン
マ
ガ
ジ
ン
』
や
『
電
撃
文
庫

M
a
g
a
z
i
n
e
』
と
い
っ
た
一
部
の
雑
誌
に
限
ら
れ
て
お
り（
３
）、

そ
の
ほ
か
は
電
子
書
籍
化
や
休
廃
刊
と
な
っ
た
も
の
が
目
立
つ
。
例

え
ば
二
〇
一
一
年
二
月
に
は
、
角
川
ス
ニ
ー
カ
ー
文
庫
の
母
体
雑
誌

だ
っ
た
古
参
の
『
ザ
・
ス
ニ
ー
カ
ー
』
が
休
刊
し
（
図
2
）、
作
品
掲

載
や
情
報
発
信
の
場
を
「
ス
ニ
ー
カ
ー
文
庫
公
式
サ
イ
ト　

ザ
・
ス

ニ
ー
カ
ー
W
E
B
」（http://sneakerbunko.jp/

）
に
移
し
て
い
る
。
こ
の

出
来
事
を
『
朝
日
新
聞
』
二
〇
一
一
年
三
月
一
一
日
付
夕
刊
掲
載
の

「
ラ
イ
ト
ノ
ベ
ル
好
調
の
な
か 

老
舗
誌 

役
目
果
た
し
休
刊
」
は
当
時
、

次
の
よ
う
に
報
じ
て
い
た
。

【図2】　［左］『ザ・スニーカー』創刊号（’93 Spring）
　　　 ［右］『ザ・スニーカー』休刊号（2011年4月号）

「
ザ
・
ス
ニ
ー
カ
ー
」
は
、
ア
ニ
メ
化
な
ど
の
メ
デ
ィ
ア
ミ
ッ
ク
ス
戦
略
の
嚆
矢
に
な
り
、「
学
園
も
の
」
と
呼
ば
れ
るSA

MP
LE



15　　 14　　　　　第１章　『ドラゴンマガジン』創刊前後の状況

Ⅱ　

創
刊
か
ら
躍
進
ま
で
の
軌
跡

ま
ず
は
『
ド
ラ
ゴ
ン
マ
ガ
ジ
ン
』
の
創
刊
前
後
に
見
受
け
ら
れ
た
出
来
事
や
動
向
を
把
握
す
べ
く
、
既
存
の
文
献
資
料
を

紐
解
き
な
が
ら
、
同
誌
に
関
す
る
記
述
内
容
を
整
理
し
て
い
き
た
い
と
思
う
。
管
見
の
限
り
、『
ド
ラ
ゴ
ン
マ
ガ
ジ
ン
』
創

刊
の
経
緯
を
最
も
詳
細
に
解
説
し
て
い
る
の
は
、
K
A
D
O
K
A
W
A
グ
ル
ー
プ
の
社
史
と
し
て
知
ら
れ
る
佐
藤
吉
之
輔

『
全
て
が
こ
こ
か
ら
始
ま
る 

角
川
グ
ル
ー
プ
は
何
を
め
ざ
す
か
』（
角
川
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
、
二
〇
〇
七
年
）
で
あ
る
。

雑
誌
創
刊
も
あ
る
。
八
八
（
昭
和
六
三
）
年
一
月
、
富
士
見
書
房
よ
り
「
D
R
A
G
O
N　
M
a
g
a
z
i
n
e
」。

八
六
（
昭
和
六
一
）
年
七
月
、
角
川
書
店
編
集
部
か
ら
富
士
見
書
房
に
移
籍
し
た
小
川
洋
は
、
S
F
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
に
詳

し
く
、
富
士
見
で
こ
の
分
野
の
開
拓
に
意
欲
を
持
ち
、
そ
の
柱
と
し
て
当
誌
の
創
刊
を
発
案
。
八
七
年
秋
、
企
画
が

正
式
決
定
さ
れ
、「
A
S
U
K
A
」
編
集
部
か
ら
移
っ
た
安
田
猛
ら
と
準
備
を
進
め
た
。
S
F
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
小
説
と

コ
ミ
ッ
ク
を
中
心
と
し
、
読
者
対
象
は
中
学
か
ら
高
校
初
学
年
の
男
子
。
誌
名
は
初
め
、「
フ
ァ
ン
タ
ジ
ア
」
の
案
も

あ
っ
た
。
新
人
作
家
の
起
用
と
育
成
に
努
め
、
竹
河
聖
の
小
説
「
風
の
大
陸
」、
見
田
竜
介
の
コ
ミ
ッ
ク
「
ド
ラ
ゴ
ン

ハ
ー
フ
」
な
ど
を
掲
載
。（
中
略
）
A
4
レ
タ
ー
判
、
お
よ
そ
二
〇
〇
ペ
ー
ジ
。
定
価
は
五
八
〇
円
。
ア
イ
ド
ル
に
フ
ァ

ン
タ
ジ
ー
風
の
衣
装
を
着
せ
た
表
紙
、
巻
頭
カ
ラ
ー
一
〇
ペ
ー
ジ
を
費
や
す
人
気
作
品
紹
介
特
集
、
ス
ペ
ー
ス
の
大
き

い
イ
ラ
ス
ト
掲
載
な
ど
、
格
安
感
よ
り
質
的
レ
ベ
ル
の
高
さ
を
ア
ピ
ー
ル
し
た（
６
）。

テ
ィ
ブ
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
マ
ガ
ジ
ン
」
と
い
う
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
を
掲
げ
て
お
り
、
創
刊
当
初
か
ら
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
上
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
と
雑
誌
と
の
繫
が
り
を
強
く
意
識
し
て
い
た
の
で
あ
る（
４
）。

し
か
し
な
が
ら
、
近
年
で
は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
場
に
と
ど
ま
ら
ず
、
文
庫
レ
ー
ベ
ル
の
作
品
掲
載
、
広
告
や
P
R
と

い
っ
た
〈
ラ
イ
ト
ノ
ベ
ル
雑
誌
〉
の
中
心
的
な
役
割
ま
で
も
、
W
E
B
媒
体
が
担
う
状
況
が
加
速
し
つ
つ
あ
る
。
直
近
の

示
唆
的
な
事
例
と
し
て
は
、
各
文
庫
レ
ー
ベ
ル
の
公
式
サ
イ
ト
や
S
N
S
を
介
し
た
情
報
発
信
に
加
え
、
富
士
見
フ
ァ
ン

タ
ジ
ア
文
庫
を
は
じ
め
と
す
る
K
A
D
O
K
A
W
A
系
列
の
文
庫
レ
ー
ベ
ル
が
、
同
じ
く
K
A
D
O
K
A
W
A
の
運
営
す
る

小
説
投
稿
サ
イ
ト
「
カ
ク
ヨ
ム
」（https://kakuyom

u.jp/

）
で
公
式
連
載
を
展
開
し
始
め
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
よ
う
。
一
方
で

〈
ラ
イ
ト
ノ
ベ
ル
雑
誌
〉
は
、
掲
載
内
容
の
違
い
や
付
録
な
ど
で
W
E
B
媒
体
と
の
差
別
化
を
図
っ
て
い
る
わ
け
な
の
だ

が
、
や
は
り
そ
の
存
在
感
が
以
前
よ
り
小
さ
く
な
り
つ
つ
あ
る
こ
と
は
否
め
ず（
５
）、
顧
み
ら
れ
る
機
会
自
体
も
決
し
て
多
い
わ

け
で
は
な
い
。

と
は
い
え
、
本
書
の
「
は
じ
め
に
」
で
紹
介
し
た
出
渕
裕
の
証
言
、
そ
し
て
先
の
『
朝
日
新
聞
』
の
記
事
を
踏
ま
え
る
な

ら
、『
ド
ラ
ゴ
ン
マ
ガ
ジ
ン
』
や
『
ザ
・
ス
ニ
ー
カ
ー
』
と
い
っ
た
〈
ラ
イ
ト
ノ
ベ
ル
雑
誌
〉
が
、
ラ
イ
ト
ノ
ベ
ル
の
誕
生

と
発
展
に
深
く
関
与
し
て
き
た
の
は
間
違
い
な
い
。
ゆ
え
に
、
た
と
え
時
代
や
環
境
の
変
化
に
伴
っ
て
雑
誌
の
役
割
や
性
格

が
変
わ
っ
た
と
し
て
も
、
過
去
の
実
績
を
含
め
て
、
そ
の
存
在
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
と
筆
者
は
考
え
る
の
で
あ
る
。
こ
う

し
た
意
味
に
お
い
て
本
書
は
、
今
一
度
〈
ラ
イ
ト
ノ
ベ
ル
雑
誌
〉
に
着
目
し
、
こ
れ
ら
を
再
評
価
し
て
い
く
試
み
の
一
端
で

も
あ
る
の
だ
。
で
は
、
早
速
そ
の
第
一
歩
と
し
て
『
ド
ラ
ゴ
ン
マ
ガ
ジ
ン
』
を
対
象
に
、
同
誌
の
創
刊
前
後
の
状
況
を
ふ
り

返
っ
て
み
よ
う
。

SA
MP

LE
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【図4】　［左］高橋昌也『ハローチャレンジャーブック1　出発！　スターへの道』
（朝日ソノラマ、1984年）、［中］スティーブ・ジャクソン＆イアン・リビングストン
（著）／浅羽莢子（訳）『火吹山の魔法使い』（社会思想社、1984年）、［右］吉岡平（著）
／スタジオハード（編）『ルパン三世　さらば愛しきハリウッド』（双葉社、1985年）

庫
の
創
刊
を
見
据
え
た
事
前
の
布
石
で
あ
っ
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。

同
時
に
こ
の
証
言
か
ら
は
、
一
連
の
出
来
事
が
「
ゲ
ー
ム
ブ
ッ
ク
ブ
ー
ム
」

や
「
角
川
が
や
っ
た
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
フ
ェ
ア
な
ど
の
成
功
」
を
背
景
と
し

て
い
た
状
況
も
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

な
お
「
ゲ
ー
ム
ブ
ッ
ク
ブ
ー
ム
」
と
は
、
一
九
八
四
年
九
月
に
朝
日
ソ

ノ
ラ
マ
が
「
ハ
ロ
ー
チ
ャ
レ
ン
ジ
ャ
ー
ブ
ッ
ク
」
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
て
以

降
、『
火
吹
山
の
魔
法
使
い
』
に
始
ま
る
「
フ
ァ
イ
テ
ィ
ン
グ
・
フ
ァ
ン
タ

ジ
ー
シ
リ
ー
ズ
」
等
を
翻
訳
出
版
し
た
社
会
思
想
社
の
現
代
教
養
文
庫（
９
）、

『
ソ
ー
サ
リ
ー
』
四
部
作
の
翻
訳
出
版
で
知
ら
れ
る
東
京
創
元
社
の
「
ス
ー

パ
ー
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
ゲ
ー
ム
」、『
ル
パ
ン
三
世
』
を
題
材
と
し
た
作
品

が
人
気
を
博
し
た
双
葉
社
の
「
双
葉
文
庫
ゲ
ー
ム
ブ
ッ
ク
シ
リ
ー
ズ
」
な

ど
、
相
次
ぐ
叢
書
の
刊
行
に
端
を
発
し
た
一
連
の
ブ
ー
ム
で
あ
る
（
図
4
）。

こ
の
ブ
ー
ム
は
日
本
に
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
の
概
念
を
根
付
か
せ
る
一
助
と
な

り
、『
ダ
ン
ジ
ョ
ン
ズ
＆
ド
ラ
ゴ
ン
ズ
』（『
D
&
D
』
T
S
R
社
、
一
九
七
四
年
、

日
本
語
版
は
株
式
会
社
新
和
か
ら
一
九
八
五
年
に
発
売
）
に
代
表
さ
れ
る
Ｔ
Ｒ
Ｐ
Ｇ

（
テ
ー
ブ
ル
ト
ー
ク
R
P
G
）
や（
あ
）、『
ド
ル
ア
ー
ガ
の
塔
』（
ナ
ム
コ
）、『
ハ
イ
ド

ラ
イ
ド
』（
テ
ィ
ー
ア
ン
ド
イ
ー
ソ
フ
ト
）、『
ザ
ナ
ド
ゥ
』（
日
本
フ
ァ
ル
コ
ム
）、

こ
の
解
説
中
に
名
前
が
登
場
す
る
「
小
川
洋
」
と
「
安
田
猛
」
は
そ
れ
ぞ
れ
、『
ド
ラ
ゴ
ン
マ
ガ
ジ
ン
』
の
創
刊
責
任
者

と
同
誌
の
二
代
目
編
集
長
を
務
め
て
い
た
人
物
で
あ
る（
７
）。
そ
し
て
小
川
は
以
前
、『
ラ
イ
ト
ノ
ベ
ル
完
全
読
本
』（
日
経
B
P

社
、
二
〇
〇
四
年
）
収
録
の
「
国
内
主
要
レ
ー
ベ
ル
編
集
者
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
」
の
な
か
で
、
富
士
見
フ
ァ
ン
タ
ジ
ア
文
庫
や

『
ド
ラ
ゴ
ン
マ
ガ
ジ
ン
』
の
創
刊
に
言
及
し
て
い
た
。
小
川
の
証
言
に
つ
い
て
は
後
ほ
ど
、
本
書
の
第
2
章
で
も
詳
し
く
紹

介
す
る
こ
と
に
な
る
の
だ
が
、
こ
こ
で
は
過
去
の
証
言
も
先
行
資
料
の
一
つ
と
し
て
取
り
上
げ
て
お
き
た
い
。

（
引
用
者
註
：
富
士
見
フ
ァ
ン
タ
ジ
ア
文
庫
の
）
創
刊
の
一
つ
の
背
景
と
し
て
、
当
時
巻
き
起
こ
っ
た
ゲ
ー
ム
ブ
ッ
ク
ブ
ー
ム

に
対
し
て
上
司
か
ら
「
富
士
見
に
編
集
者
が
必
要
だ
、
お
前
が
や
れ
」
と
、
私
が
言
わ
れ
た
こ
と
で
す
（
笑
）。
で
す

か
ら
、
当
時
は
『
ド
ラ
ゴ
ン
ラ
ン
ス
戦
記
』
な
ど
の
翻
訳
本
を
や
っ
て
い
る
だ
け
で
、
フ
ァ
ン
タ
ジ
ア
文
庫
創
刊
の
雰

囲
気
は
全
く
な
か
っ
た
。
で
も
、
や
っ
ぱ
り
小
説
が
や
り
た
い
と
言
い
続
け
て
い
た
と
き
、
８
６
年
９
月
に
角
川
が

や
っ
た
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
フ
ェ
ア
な
ど
の
成
功
が
あ
っ
て
、
レ
ー
ベ
ル
創
刊
の
企
画
が
通
っ
た
ん
で
す
よ
。
す
る
と
今
度

は
「
こ
れ
を
や
る
に
は
新
人
賞
が
必
要
だ
。
新
人
賞
を
や
る
に
は
雑
誌
が
必
要
だ
ろ
」
と
な
っ
て
「
お
前
が
編
集
長
や

れ
」
と
。
当
時
は
本
当
に
精
い
っ
ぱ
い
で
し
た
。
そ
れ
ま
で
ぺ
ー
ぺ
ー
の
編
集
者
に
す
ぎ
な
か
っ
た
私
が
、
い
き
な

り
雑
誌
を
立
ち
上
げ
ろ
み
た
い
な
こ
と
を
言
わ
れ
て
（
笑
）。
四
苦
八
苦
し
て
「
ド
ラ
ゴ
ン
マ
ガ
ジ
ン
」
を
創
刊
し
て
、

そ
の
後
に
文
庫
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た（
８
）。

右
記
の
小
川
の
証
言
は
、『
ド
ラ
ゴ
ン
マ
ガ
ジ
ン
』
の
創
刊
や
新
人
賞
の
設
置
が
い
ず
れ
も
、
富
士
見
フ
ァ
ン
タ
ジ
ア
文SA

MP
LE




